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論文審査の要 旨(1,500字 以 内)

　 骨 再生 誘 導 法(guided　 bone　 regeneration;以 下GBR)の 有 効 性 が 報 告 され,各 種 骨増
大術 が臨床応用 され てい るが,垂 直的GBRに お ける研 究 はまだ少 な く,ス キャホール ド

(足場)や シグナル お よび細胞治療 の有効性 が検討 されてい る。骨増 大 を 目的 と した
「足場」 として使用 され てい る骨移植材 には,自 家骨 の他 に同種他家 骨で ある凍結 乾燥

骨,異 種骨お よびハイ ドロキシアパ タイ トが用 い られ てい るが,未 知 の感染症 の リスク

や移植材 料の残 留 の問題 が指摘 され てお り,安 全性 の面 で不確 実性が残 る。

　β-リン酸三カル シ ウム(beta-trica1cium　 phosphate;以 下β-TCP)は,生 体親 和性 と骨伝導性
に優れ た生体材料 で,移 植 後 は完全 に骨 に置換 され る生体吸収性 の骨補填材 と

して開発 され,整 形外科領域や 歯科領域で臨床応 用 され てい る。 また,硫 酸カル シウム(
CaSO4)は 高 い生体親 和性,骨 伝 導能お よび生体 内で の良好 な吸収性 と安全性が報告 さ

れてお り,100年 以 上前か ら骨補填材料 として使用 されてい る。

注:本 要 旨は、そのま ま学位授与 の公表 として歯学誌 に掲載す るので、

内容 は 「学位論文 内容お よび審査の要 旨」 と して、1,300字 以上
1,500字 以 内の字数 で記載す る
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　本論文で は,ラ ッ ト頭 蓋骨上 にチタ ンキ ャ ップ を設置 した垂直 的GBRモ デル におい

て,β-TCPとCaSO4が 垂 直的GBRに 及 ぼす効果 を調べ る ことを 目的 としてい る。

　40匹 の10週 齢 の雄Sprague-Dawleyラ ッ トを実験 に供 した。 頭蓋骨 を露出 し,直 径5.5

㎜ の輪状溝:を頭蓋 の左右側 に1つ ずつ形成 した。　 (1)β-TCP,(2)CaSO4,(3)β-TCP+

CaSO4,(4)ス ポンゼル のいずれ かを入れ たチ タンキ ャップか ら2つ 選 んで頭 蓋骨 上の溝

に設置 した。実験の8週 後 に動物 を安楽死 させ,組 織形態 学的検討 を行 なった。 キャ ッ

プ内 に新 生 された組織 と新 生骨量 はWinRoofイ メー ジ解析 ソフ トを用 いて定量 した。

sclerostin(SOST)陽 性 骨細胞 を免 疫組織化学的 に検 出 した。解析 方法 は,チ タンキャ ッ

プ内 に新 生 された組 織 のH・E染 色像 か ら,新 生組織お よび新 生骨 の特徴 を解剖学的 に観

察 し,新 生組織 内で骨 芽細胞 お よび骨細胞が骨新生 に関わってい るこ とを明 らかに し
た。 さらに,3実 験群 間 の新 生組 織お よび新生骨量 を画像解析 して定量 した。

　以上の実験 か ら以下の結果 と結 論が得 られた。

　β-TCP群 では,β-TCP顆 粒 の周 囲を新 生骨 が取 り囲み,骨 芽細胞お よび骨細胞 を認 めた
が,破 骨細胞 はほ とん どみ られ なかった。骨細胞のsc1erostin染 色性 は部位 に よって異

な り,新 生骨 内方 の骨細 胞 が強陽 性で あった。 一方,β-TCPと 新生骨 との境 界領域 に散

在す る骨細胞 は弱 陽 性か陰性 であった。新 生組 織量はβ-TCP添 加群(6.2)で 最 も高 く,

スポンゼル群(4.9)に 比 較 して有意 に増加 していたが(p〈0.05),CaSO4群(5.3)と β-

TCP+CaSO4群(5.5)と は有意 差がなか った。 なお,β-TCPとCaSO4の 相加 効果 はみ られ

なか った。本研究 はβ-TCPがCaSO4に 比較 して垂 直的骨増大 を促進 す る基材 であ ることを

示 した。

本論文に関 しての審査委員 会 は平成25年11月25日 午後1時 よ り開催 され た。 は じめに

申請者 か ら論文の要 旨につ いて説 明が あ り,そ の後,審 査委員 か ら1)研 究 の 目的,2)

6-TCPの 分解機 序,3)研 究 の今後 の発展,に ついて の質疑 があ り,い ずれ も申請者か ら

は的確 な回答 が得 られた。 また,委 員 の指摘 によ り　 1)方 法,結 果,考 察 の修正,2)

図表 の一部修 正 ・追加,3)文 献 の一部修正 がな され,後 日,適 切 に加 筆修正 され たこ

とを各委員 が再度確認 した。

本研究 は歯科 医学 の発 展 に寄与す るもので ある と考 え られ,申 請者 は学位授与 に値す

ると判 定 した。


